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１ プロジェクト内容 

 (１) プロジェクト名 ３大学５研究室協働による菱野団地の地域活性化活動 

 (２) プロジェクトの成果（※そのような成果が得られたかについて具体的に記載） 

当初の各計画項目に対して実施した活動を下記に示す。 

（1）センター地区を活用した交流拠点づくり 

・ 活動拠点（ミナクル）の未整備箇所の検討及び整備を行う。 

→WS を 2 回実施し、窓廻り改修案を作成し課題を把握した、またミナクルの天井・壁の塗装を

行い空間環境が向上した。 

（2）安全・安心に暮らせる環境づくり 

・ 団地内の空き家対策として産官学が連携し、「空き家」を学生シェアハウスのとして学生自らも

リノベーションに参加して整備する（2023年度は 1棟 4人入居 4戸連を整備済）。 

→四戸連のタウンハウスを改修し、2024 年 3 月から学生 4 人の入居を行い、団地の世代ミック

スの一歩を踏み出した。 

 (３) プロジェクト実施内容（※事業の実施方法、時期、場所、回数、市民への周知方法、参加人員等を含

め、その内容を具体的に記載） 

（1）ミナクル整備（ミナクルで開催） 

・ 10月 1日（日曜日）：窓際ベンチプロジェクト案の作成 WS、参加者 33名 

・ 11月 19日（日曜日）：ミナクル内装ペンキ塗り WS、参加者 31名 

（2）民間住棟学生シェアハウス（ミナクル及び八幡台 8丁目シェアハウスで開催） 

・ 9月 3日（日曜日）：現地調査、事業計画立案、ペルソナ設定、改修案検討 WS、参加者 24名 

・ 10月 1日（日曜日）：改修案の検討・作成 WS、参加者 33名 

・ 11月 19日（日曜日）：改修案検討 WS、参加者 23名 

・ 1月 9日（火曜日）：解体 WS、参加者 14名 

・ 2月 22日（木曜日）：壁面収容家具製作 WS、参加者 18名 

・ 2月 29日（木曜日）：外構造 WS、参加者 13名 

（４）プロジェクトの今後の課題と展望 

 今後の課題及び実施予定を以下に示す。 

（1）センター地区を活用した交流拠点づくり 

・ 活動拠点（ミナクル）の窓廻り居場所の整理、中央広場の活用方法検討や花壇にベンチを設置 

（2）安全・安心に暮らせる環境づくり 

・ 空き家の活用と共に「県住宅供給公社の空き室」を学生シェアハウスとして活用を目指し県住宅

供給公社の協議を再開 

・ 団地内の歩道等の状況を調査し危険個所の把握し、ヒヤリハット地図等を製作 

（3）子供たちが住みたいと選べる団地づくり 

・ これまでの活動内容の見える化や、今後の活動・イベント等の SNS等を活用した PRを実施 

・ 小学校等の統廃合に伴うソフト・ハード両面での検討を行う 

（4）大学生等世代ミックス居住のしくみみづくり 

・ 学生シェアハウスの住み手の学生などが、高齢者を含めた地域住民のさまざまなサポートや地域

貢献活動を行う 

 

（注） プロジェクトに関する参考資料がある場合は、Ａ４サイズで添付してください。 


